啓林館　新編数学Ⅱ改訂版(数Ⅱ028)，新編数学B改訂版(数B026)
観点一覧表
〔内容の取扱い〕
	観　点
	内　容

	内容の精選・重点化，個に応じた学習への工夫があるか。
	重要であるが，やや難しい内容に関しては，TRYとして扱いました。
（数学Ⅱ：p.34：2次式の因数分解，p.111：三角関数と不等式など）
このことで，本文内容を精選して進めやすくしました。
また，間違いやすい内容については「誤答例」として取り上げ，注意を喚起するようにしました。


	身近な内容が取り上げられ，生徒の興味や関心に対する配慮がなされているか。
	章の扉で，その章で学習する内容を盛り込んだ身近な課題を設定して，関心がもてるようにしました。
また，章の扉の課題を解決するページを設けて，数学がより身近なものに思えるような工夫をしました。


	基礎力や応用力がつくように工夫されているか。
	できるだけたくさんの基本的な例や例題を取り上げ，また問はその上の例や例題と同じタイプの問題にするなどして，基本が完璧に分かるようにしました。

また，進んだ学習内容をTRY，TRY発展として扱い，応用力もつくようにしています。


	特定の事項・事柄を強調しすぎず，バランスよく扱うよう配慮されているか。
	受験に役立つような知識を記述するだけでなく，導入で具体的な例を入れることによって，それぞれの内容が自然に理解できるようにしました。

	生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫がなされているか。
	本文の内容に関連した興味深い話題をcolumnとして取り上げました。
（数学Ⅱ：154ページ（化石の年代測定），数学B：40ページ（フィボナッチ数列）など）

	教科及び科目の目標を達するために必要な内容となっているか。
	指導内容は基礎的・基本的なものに重点をおき，次第に発展的なものへと展開するようにしました。


〔単元の構成・配列及び分量〕
	観　点
	内　容

	学習が効果的に進められるよう配慮されているか。
	140，141ページの対数の導入など，概念の理解が難しい箇所については，より詳しく説明しました。
各節の終わりにアミを入れて，節ごとの区切りが分かるようにしました。

例題の解の横にはポイントをアミ版で入れ，どのように考えて問題を解いたらよいかがすぐにわかるように工夫しました。


	自主的・自発的学習ができるように構成されているか。
	各項目のはじめにそこで学習する内容を問いかけの形式で提示しています。

節や小見出しをたくさん作り，何について学習しているかがわかるようにしました。
等式の証明の節では，小学校の学習指導要領から削除された「比の値」の説明を本文中に入れるなどして，本文内容を確実に理解できるようにしました。

	相互に関連をもち，系統的・発展的に構成されているか。
	数学Ⅱでは，まず式の計算と証明から入ったのち，数学Ⅰで学習した2次方程式からさらに複素数へと発展させ，続いて図形と方程式，三角関数，指数・対数関数の順で扱い，最後は数学Ⅲとの関連で微分・積分としました。

	教育課程における単位数に照らして分量が適切であるか。
	1単位30時間としても十分指導できる内容にしています。

	基本的な事柄については，反復練習ができるように工夫されているか。
	本文で問，節末で問題と基本的な問題を何度も解かせるようにしています。また，巻末では本文でさらに追加して演習したい場合を考慮し，基本的な問題を中心に取り上げています。

	内容が網羅的・羅列的でなく，精選されているか。
	基本的な内容に多くのページを割くようにしました。


